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　口腔内スキャナー（Intraoral	Scanner；IOS）を活かしたデジタル化は、1985 年にドイツ・シーメンス社がチューリッヒ
大学と共同で開発した CERECシステムが最初と考えられている。このシステムは時間短縮が特徴で形成直後にセラミック
インレーなどをチェアーサイドで製作することが可能であった。その後、手作業により製作されてきた修復物や補綴物のデ
ザインや加工の一部をコンピュータ制御の機器に置き換える CAD/CAMシステムにより、時間短縮だけでなく作業の効率
化がはかられ、また従来は加工し難かった材料の利用を可能にするといったメリットをもたらした。
　また一方で、デジタル化を修復物や補綴物のデザインや加工といった製作過程に用いるだけでなく、IOS が小型軽量化さ
れ、スキャニング速度が増加し、さらにデザインソフトウエアーが使用しやすくなったことも要因となり、患者の口腔内か
ら直接データ収集をおこない、3次元の立体的な情報から精度の高い診察を通して治療計画を立案することが可能となって
きた。
　咬合再構成を伴うような広範囲に補綴物を作製する場合は、下顎位の参照点である中心位、上顎咬合平面の基準であるカ
ンペル平面など、その他にも様々な補綴学的基準が存在しており、それらを 3次元的に可視化して補綴治療へ応用すること
が出来たら、より精度の高い補綴主導型インプラント治療をおこなうことが可能になると考える。
　今回は、デジタル化を活かしたインプラント治療において、補綴主導型サージカルガイドを設計する以前に様々な補綴学
的基準を可視化した精度の高い診察を通して、プロビジョナルレストレーションから最終補綴物を製作する過程でデジタル
的な可視化の有用性を述べる。
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